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　本
校
の
全
教
室
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る

生
徒
の
生
活
目
標
で
す
。

　第
二
代
理
事
長
・
校
長
の
須
賀
友
正
先
生

は
、
そ
の
意
味
を
「
生
徒
の
一
人
一
人
が

そ
れ
ぞ
れ
に
本
校
生
徒
と
し
て
の
価
値
を

知
っ
て
、
そ
の
価
値
を
自
分
で
見
捨
て
て

は
い
け
な
い
と
言
う
」
こ
と
、
と
『
ひ
め

ま
つ
』
第
三
号
（
昭
和
二
十
四
年
二
月
発

行
）の
中
で
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

（
書
は
、
本
校
教
諭
で
も
あ
っ
た
栃
木
県

を
代
表
す
る
書
家・石
川
木
魚
先
生
で
す
。）
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●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
次
期

プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会
長
、
栃
木
県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
理
事
長
、
宇
都
宮
市
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

－1－

藤
井
永
世
三
冠
の
A
Ⅰ
超
え
の
一
手

　
こ
こ
ま
で
A
I
が
進
歩
す
る
と
、
も
う
英
語
の
単
語
や
歴
史
の
年
号
は

覚
え
る
必
要
が
な
く
、
そ
の
都
度
、
A
I
に
聞
け
ば
よ
い
の
で
は
、
と
思

う
生
徒
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
A
I
を
上
手
に
使
い
こ
な

し
、
そ
の
上
を
行
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
将
棋
界
の
第
一
人
者
藤
井
聡
太
氏
は
、
高
校
生
か
ら
他
の
誰
よ
り
も

A
I
を
使
い
こ
な
し
、
着
実
に
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
将
棋
は
、
か
つ

て
は
「
経
験
と
勘
の
世
界
」
で
し
た
が
、
近
年
は
A
I
が
膨
大
な
定
跡
を

編
み
出
し
、
棋
士
は
そ
の
中
か
ら
そ
の
場
で
最
適
な
一
手
を
打
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
棋
士
は
、
ま
ず
は
受
験
勉
強
の
よ
う
に
、
ひ
た

す
ら
A
I
に
よ
る
定
跡
を
暗
記
し
て
い
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
藤
井
氏
は
、
単
に
定
跡
を
記
憶
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
な
ぜ

そ
の
手
が
最
善
な
の
か
、
自
分
な
ら
ど
う
指
す
か
」
を
常
に
問
い
直
し
な

が
ら
研
究
し
続
け
、「
自
分
の
思
考
力
と
直
感
を
融
合
す
る
姿
勢
」
が
特
に

優
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
A
I
は
結
論
を
示
す
だ
け
で
、
そ

の
結
論
に
至
る
思
考
過
程
を
示
す
こ
と
は
、
完
全
に
は
出
来
な
い
か
ら
で

す
。

　
こ
う
し
た
訓
練
に
よ
り
、
藤
井
氏
は
昨
年
十
一
月
、
二
十
三
歳
の
若
さ

で
永
世
三
冠
（
永
世
竜
王
・
永
世
王
位
・
永
世
棋
聖
）
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。「
A
I
超
え
の
一
手
」
が
、
流
行
語
に
も
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
、「
A
I
の
知
見
を
生
か
し
て
、
ど
う
自
分
の
頭
で
考
え
る

か
」
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
将
棋
は
限
ら
れ
た
盤
面

の
な
か
で
「
王
を
と
り
に
い
く
」、
あ
る
意
味
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
た

ゲ
ー
ム
で
す
。
一
方
、
皆
さ
ん
の
人
生
は
、
様
々
な
価
値
観
の
中
で
、
自

分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

生
成
A
Ⅰ
の
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
現
在
の
技
術
力
で
は
、「
A
I
は
平
気
で
嘘
を
つ
く
」
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
仕
組
み
そ
の
も
の
に
よ
る
欠
点
と
い
え
ま
す
。

「
生
成
A
I
の
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
現
象
は
、
正
確

な
情
報
や
流
暢
な
回
答
の
中
で
、
事
実
で
は
な
い
こ
と
や
文
脈
に
合
わ
な

語
」（
共
に
得
点
率
九
十
一
％
）
も
受
験
生
平
均
六
十
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、「
グ
ラ
フ
・
表
・
図
形
を
組
み
合
わ
せ
た
問
題
の
読
み
取

り
」
や
「
日
本
語
表
現
」
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
一
層
の
進
歩
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
各
科
目
と
も
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
の
A
I
は
四
〜
二
十
分

で
素
早
く
解
答
し
た
も
の
の
、
オ
ー
プ
ン
A
I
は
両
社
に
比
べ
て
二
〜
三

倍
の
時
間
を
か
け
て
解
答
し
た
こ
と
に
も
、
興
味
深
く
思
い
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
、
問
題
文
の
意
味
を
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
、
複
数
の
図
表

か
ら
抽
出
し
た
情
報
を
整
理
、
比
較
し
、
根
拠
と
結
論
を
つ
な
い
で
説
明

す
る
能
力
で
、
他
社
と
の
差
が
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
入
試
で
は
、
従
来
の
よ
う
な
単
な
る
知
識
を
問
う
問
題
で

は
な
く
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
A
I
も
そ
れ
に
対
応
し
て
き
て
い
る
の

で
す
。

　大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
A
Ⅰ
得
点
率

　
今
年
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
「
C
ha
t
G
P
T
（
O
p
e
n 

A
I

の
生
成
A
I
）」
に
よ
る
十
五
科
目
合
計
得
点
率
は
九
十
七
％
、「
数
学
Ⅰ

A
」「
公
共
、
政
治
・
経
済
」「
化
学
」「
情
報
」
等
の
九
科
目
は
満
点
と

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
六
十
六
％
、
昨
年
は
九
十
一
％
と
、
こ
れ
ま
で

苦
手
と
し
て
い
た
「
日
本
史
」
や
「
数
学
の
図
形
」
に
つ
い
て
も
、
急
速

に
精
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
問
題
で
や
や
苦
手
と
し
た
「
地
理
総
合
、
地
理
探
究
」、「
国

校 

　 

長
　
　 

須
　
賀
　
英
　
之
　

い
内
容
を
含
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
「
A
I
の
幻
覚
」
に
よ
り
生
じ
る
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
、
人
間
が
A
I
を
う
っ
か
り
信
じ
て
し
ま
う
と
、
大

変
な
判
断
ミ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
A
I
の
学
習
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
た
り
、
偏
っ
て
い
た
り
、

古
か
っ
た
り
、
ま
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
の
問
題
（
A
I
は
、
あ
る

単
語
に
続
く
確
率
の
高
い
単
語
を
予
測
す
る
も
の
で
、
正
確
な
情
報
を
出

力
す
る
も
の
で
は
な
い
）
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
A
I
へ
の
指

示
（
プ
ロ
ン
プ
ト
）
の
仕
方
が
不
適
切
や
曖
昧
で
あ
っ
た
際
に
も
、
A
I

は
答
え
を
強
引
に
、
推
測
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
外
部
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
す
る
、
答
え
の
根
拠

と
な
っ
た
情
報
ソ
ー
ス
を
提
示
す
る
、
人
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
と

づ
き
強
化
学
習
を
行
う
、
と
い
っ
た
技
術
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
A
I
の
情
報
を
活
用
す
る
に
は
、「
完
全
な
自
動
運
転
は
不
可
能
」
で

あ
る
と
同
様
に
、
そ
の
答
え
を
、「
必
ず
複
数
の
人
間
の
頭
で
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

本
校
の
A
Ⅰ
開
発
協
力

　「
チ
ー
ム
ド
ラ
ゴ
ン
桜
（
西
岡
壱
誠
氏
監
修
）」
に
よ
る
「
サ
ク
セ
ス
ス

タ
デ
ィ
」
で
は
、
高
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
習
熟
度
や
志
望
校
に
合
わ
せ

た
大
学
合
格
ま
で
の
A
I
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
一
般
社
団
法
人
ア
ル
バ
・
エ
デ
ユ
（
竹
内
明
日
香
代
表
）」
の

対
話
型
A
I
搭
載
教
育
ア
プ
リ
「
S
P
E
A
K 

S
T
A
R
」
の
開
発
に
協

力
し
て
、
中
学
校
で
授
業
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
A
I
の
仕
組
み
や
特
徴
を
理
解
し
つ
つ
、
生
徒

や
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
方
法
を
持
ち
寄
っ
て
、
自
分
に
合
っ
た

A
I
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

A
Ⅰ
＋
人
間
の
思
考
力
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ロ
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ィ
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ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
次
期

プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会
長
、
栃
木
県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
理
事
長
、
宇
都
宮
市
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

－2－

藤
井
永
世
三
冠
の
A
Ⅰ
超
え
の
一
手

　
こ
こ
ま
で
A
I
が
進
歩
す
る
と
、
も
う
英
語
の
単
語
や
歴
史
の
年
号
は

覚
え
る
必
要
が
な
く
、
そ
の
都
度
、
A
I
に
聞
け
ば
よ
い
の
で
は
、
と
思

う
生
徒
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
A
I
を
上
手
に
使
い
こ
な

し
、
そ
の
上
を
行
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
将
棋
界
の
第
一
人
者
藤
井
聡
太
氏
は
、
高
校
生
か
ら
他
の
誰
よ
り
も

A
I
を
使
い
こ
な
し
、
着
実
に
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
将
棋
は
、
か
つ

て
は
「
経
験
と
勘
の
世
界
」
で
し
た
が
、
近
年
は
A
I
が
膨
大
な
定
跡
を

編
み
出
し
、
棋
士
は
そ
の
中
か
ら
そ
の
場
で
最
適
な
一
手
を
打
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
棋
士
は
、
ま
ず
は
受
験
勉
強
の
よ
う
に
、
ひ
た

す
ら
A
I
に
よ
る
定
跡
を
暗
記
し
て
い
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
藤
井
氏
は
、
単
に
定
跡
を
記
憶
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
な
ぜ

そ
の
手
が
最
善
な
の
か
、
自
分
な
ら
ど
う
指
す
か
」
を
常
に
問
い
直
し
な

が
ら
研
究
し
続
け
、「
自
分
の
思
考
力
と
直
感
を
融
合
す
る
姿
勢
」
が
特
に

優
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
A
I
は
結
論
を
示
す
だ
け
で
、
そ

の
結
論
に
至
る
思
考
過
程
を
示
す
こ
と
は
、
完
全
に
は
出
来
な
い
か
ら
で

す
。

　
こ
う
し
た
訓
練
に
よ
り
、
藤
井
氏
は
昨
年
十
一
月
、
二
十
三
歳
の
若
さ

で
永
世
三
冠
（
永
世
竜
王
・
永
世
王
位
・
永
世
棋
聖
）
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。「
A
I
超
え
の
一
手
」
が
、
流
行
語
に
も
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
、「
A
I
の
知
見
を
生
か
し
て
、
ど
う
自
分
の
頭
で
考
え
る

か
」
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
将
棋
は
限
ら
れ
た
盤
面

の
な
か
で
「
王
を
と
り
に
い
く
」、
あ
る
意
味
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
た

ゲ
ー
ム
で
す
。
一
方
、
皆
さ
ん
の
人
生
は
、
様
々
な
価
値
観
の
中
で
、
自

分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

生
成
A
Ⅰ
の
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
現
在
の
技
術
力
で
は
、「
A
I
は
平
気
で
嘘
を
つ
く
」
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
仕
組
み
そ
の
も
の
に
よ
る
欠
点
と
い
え
ま
す
。

「
生
成
A
I
の
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
現
象
は
、
正
確

な
情
報
や
流
暢
な
回
答
の
中
で
、
事
実
で
は
な
い
こ
と
や
文
脈
に
合
わ
な

語
」（
共
に
得
点
率
九
十
一
％
）
も
受
験
生
平
均
六
十
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、「
グ
ラ
フ
・
表
・
図
形
を
組
み
合
わ
せ
た
問
題
の
読
み
取

り
」
や
「
日
本
語
表
現
」
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
一
層
の
進
歩
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
各
科
目
と
も
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
の
A
I
は
四
〜
二
十
分

で
素
早
く
解
答
し
た
も
の
の
、
オ
ー
プ
ン
A
I
は
両
社
に
比
べ
て
二
〜
三

倍
の
時
間
を
か
け
て
解
答
し
た
こ
と
に
も
、
興
味
深
く
思
い
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
、
問
題
文
の
意
味
を
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
、
複
数
の
図
表

か
ら
抽
出
し
た
情
報
を
整
理
、
比
較
し
、
根
拠
と
結
論
を
つ
な
い
で
説
明

す
る
能
力
で
、
他
社
と
の
差
が
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
入
試
で
は
、
従
来
の
よ
う
な
単
な
る
知
識
を
問
う
問
題
で

は
な
く
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
A
I
も
そ
れ
に
対
応
し
て
き
て
い
る
の

で
す
。

　大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
A
Ⅰ
得
点
率

　
今
年
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
「
C
ha
t
G
P
T
（
O
p
e
n
A
I

の
生
成
A
I
）」
に
よ
る
十
五
科
目
合
計
得
点
率
は
九
十
七
％
、「
数
学
Ⅰ

A
」「
公
共
、
政
治
・
経
済
」「
化
学
」「
情
報
」
等
の
九
科
目
は
満
点
と

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
六
十
六
％
、
昨
年
は
九
十
一
％
と
、
こ
れ
ま
で

苦
手
と
し
て
い
た
「
日
本
史
」
や
「
数
学
の
図
形
」
に
つ
い
て
も
、
急
速

に
精
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
問
題
で
や
や
苦
手
と
し
た
「
地
理
総
合
、
地
理
探
究
」、「
国

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

い
内
容
を
含
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
「
A
I
の
幻
覚
」
に
よ
り
生
じ
る
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
、
人
間
が
A
I
を
う
っ
か
り
信
じ
て
し
ま
う
と
、
大

変
な
判
断
ミ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
A
I
の
学
習
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
た
り
、
偏
っ
て
い
た
り
、

古
か
っ
た
り
、
ま
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
の
問
題
（
A
I
は
、
あ
る

単
語
に
続
く
確
率
の
高
い
単
語
を
予
測
す
る
も
の
で
、
正
確
な
情
報
を
出

力
す
る
も
の
で
は
な
い
）
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
A
I
へ
の
指

示
（
プ
ロ
ン
プ
ト
）
の
仕
方
が
不
適
切
や
曖
昧
で
あ
っ
た
際
に
も
、
A
I

は
答
え
を
強
引
に
、
推
測
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
外
部
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
す
る
、
答
え
の
根
拠

と
な
っ
た
情
報
ソ
ー
ス
を
提
示
す
る
、
人
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
と

づ
き
強
化
学
習
を
行
う
、
と
い
っ
た
技
術
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
A
I
の
情
報
を
活
用
す
る
に
は
、「
完
全
な
自
動
運
転
は
不
可
能
」
で

あ
る
と
同
様
に
、
そ
の
答
え
を
、「
必
ず
複
数
の
人
間
の
頭
で
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

本
校
の
A
Ⅰ
開
発
協
力

　「
チ
ー
ム
ド
ラ
ゴ
ン
桜
（
西
岡
壱
誠
氏
監
修
）」
に
よ
る
「
サ
ク
セ
ス
ス

タ
デ
ィ
」
で
は
、
高
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
習
熟
度
や
志
望
校
に
合
わ
せ

た
大
学
合
格
ま
で
の
A
I
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
一
般
社
団
法
人
ア
ル
バ
・
エ
デ
ユ
（
竹
内
明
日
香
代
表
）」
の

対
話
型
A
I
搭
載
教
育
ア
プ
リ
「
S
P
E
A
K
S
T
A
R
」
の
開
発
に
協

力
し
て
、
中
学
校
で
授
業
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
A
I
の
仕
組
み
や
特
徴
を
理
解
し
つ
つ
、
生
徒

や
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
方
法
を
持
ち
寄
っ
て
、
自
分
に
合
っ
た

A
I
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

3社のAⅠ比較

「歴史総合・世界史探求」の問題

佐々木勇気八段を破り、5連覇を果たした藤井聡太竜王。史上最年少で永
世三冠を達成した。（13日夜、京都市）＝共同



●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　私
立
武
蔵
中
学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
興
業
銀
行

（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任
部
員
、
本
店
営
業
部
副

部
長
等
を
歴
任
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
須
賀
学
園
に
戻
る
。

　現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都
宮
共
和
大
学・宇
都
宮
短
期
大
学
学
長
を
兼
任
。

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、
栃
木
県
次
期

プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会
長
、
栃
木
県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
理
事
長
、
宇
都
宮
市
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
、
う
つ
の
み
や
産
業
振

興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外
監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

－3－

藤
井
永
世
三
冠
の
A
Ⅰ
超
え
の
一
手

　
こ
こ
ま
で
A
I
が
進
歩
す
る
と
、
も
う
英
語
の
単
語
や
歴
史
の
年
号
は

覚
え
る
必
要
が
な
く
、
そ
の
都
度
、
A
I
に
聞
け
ば
よ
い
の
で
は
、
と
思

う
生
徒
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
A
I
を
上
手
に
使
い
こ
な

し
、
そ
の
上
を
行
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
将
棋
界
の
第
一
人
者
藤
井
聡
太
氏
は
、
高
校
生
か
ら
他
の
誰
よ
り
も

A
I
を
使
い
こ
な
し
、
着
実
に
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
将
棋
は
、
か
つ

て
は
「
経
験
と
勘
の
世
界
」
で
し
た
が
、
近
年
は
A
I
が
膨
大
な
定
跡
を

編
み
出
し
、
棋
士
は
そ
の
中
か
ら
そ
の
場
で
最
適
な
一
手
を
打
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
棋
士
は
、
ま
ず
は
受
験
勉
強
の
よ
う
に
、
ひ
た

す
ら
A
I
に
よ
る
定
跡
を
暗
記
し
て
い
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
藤
井
氏
は
、
単
に
定
跡
を
記
憶
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
な
ぜ

そ
の
手
が
最
善
な
の
か
、
自
分
な
ら
ど
う
指
す
か
」
を
常
に
問
い
直
し
な

が
ら
研
究
し
続
け
、「
自
分
の
思
考
力
と
直
感
を
融
合
す
る
姿
勢
」
が
特
に

優
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
A
I
は
結
論
を
示
す
だ
け
で
、
そ

の
結
論
に
至
る
思
考
過
程
を
示
す
こ
と
は
、
完
全
に
は
出
来
な
い
か
ら
で

す
。

　
こ
う
し
た
訓
練
に
よ
り
、
藤
井
氏
は
昨
年
十
一
月
、
二
十
三
歳
の
若
さ

で
永
世
三
冠
（
永
世
竜
王
・
永
世
王
位
・
永
世
棋
聖
）
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。「
A
I
超
え
の
一
手
」
が
、
流
行
語
に
も
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
、「
A
I
の
知
見
を
生
か
し
て
、
ど
う
自
分
の
頭
で
考
え
る

か
」
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
将
棋
は
限
ら
れ
た
盤
面

の
な
か
で
「
王
を
と
り
に
い
く
」、
あ
る
意
味
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
た

ゲ
ー
ム
で
す
。
一
方
、
皆
さ
ん
の
人
生
は
、
様
々
な
価
値
観
の
中
で
、
自

分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

生
成
A
Ⅰ
の
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
現
在
の
技
術
力
で
は
、「
A
I
は
平
気
で
嘘
を
つ
く
」
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
仕
組
み
そ
の
も
の
に
よ
る
欠
点
と
い
え
ま
す
。

「
生
成
A
I
の
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
現
象
は
、
正
確

な
情
報
や
流
暢
な
回
答
の
中
で
、
事
実
で
は
な
い
こ
と
や
文
脈
に
合
わ
な

語
」（
共
に
得
点
率
九
十
一
％
）
も
受
験
生
平
均
六
十
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、「
グ
ラ
フ
・
表
・
図
形
を
組
み
合
わ
せ
た
問
題
の
読
み
取

り
」
や
「
日
本
語
表
現
」
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
一
層
の
進
歩
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
各
科
目
と
も
、
グ
ー
グ
ル
や
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
の
A
I
は
四
〜
二
十
分

で
素
早
く
解
答
し
た
も
の
の
、
オ
ー
プ
ン
A
I
は
両
社
に
比
べ
て
二
〜
三

倍
の
時
間
を
か
け
て
解
答
し
た
こ
と
に
も
、
興
味
深
く
思
い
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
、
問
題
文
の
意
味
を
正
確
に
読
み
解
く
こ
と
、
複
数
の
図
表

か
ら
抽
出
し
た
情
報
を
整
理
、
比
較
し
、
根
拠
と
結
論
を
つ
な
い
で
説
明

す
る
能
力
で
、
他
社
と
の
差
が
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
大
学
入
試
で
は
、
従
来
の
よ
う
な
単
な
る
知
識
を
問
う
問
題
で

は
な
く
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
A
I
も
そ
れ
に
対
応
し
て
き
て
い
る
の

で
す
。

　大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
A
Ⅰ
得
点
率

　
今
年
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
「
C
ha
t
G
P
T
（
O
p
e
n 

A
I

の
生
成
A
I
）」
に
よ
る
十
五
科
目
合
計
得
点
率
は
九
十
七
％
、「
数
学
Ⅰ

A
」「
公
共
、
政
治
・
経
済
」「
化
学
」「
情
報
」
等
の
九
科
目
は
満
点
と

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
六
十
六
％
、
昨
年
は
九
十
一
％
と
、
こ
れ
ま
で

苦
手
と
し
て
い
た
「
日
本
史
」
や
「
数
学
の
図
形
」
に
つ
い
て
も
、
急
速

に
精
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
問
題
で
や
や
苦
手
と
し
た
「
地
理
総
合
、
地
理
探
究
」、「
国

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

い
内
容
を
含
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
「
A
I
の
幻
覚
」
に
よ
り
生
じ
る
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
、
人
間
が
A
I
を
う
っ
か
り
信
じ
て
し
ま
う
と
、
大

変
な
判
断
ミ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
A
I
の
学
習
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い
た
り
、
偏
っ
て
い
た
り
、

古
か
っ
た
り
、
ま
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
の
問
題
（
A
I
は
、
あ
る

単
語
に
続
く
確
率
の
高
い
単
語
を
予
測
す
る
も
の
で
、
正
確
な
情
報
を
出

力
す
る
も
の
で
は
な
い
）
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
A
I
へ
の
指

示
（
プ
ロ
ン
プ
ト
）
の
仕
方
が
不
適
切
や
曖
昧
で
あ
っ
た
際
に
も
、
A
I

は
答
え
を
強
引
に
、
推
測
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
外
部
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
す
る
、
答
え
の
根
拠

と
な
っ
た
情
報
ソ
ー
ス
を
提
示
す
る
、
人
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
と

づ
き
強
化
学
習
を
行
う
、
と
い
っ
た
技
術
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
A
I
の
情
報
を
活
用
す
る
に
は
、「
完
全
な
自
動
運
転
は
不
可
能
」
で

あ
る
と
同
様
に
、
そ
の
答
え
を
、「
必
ず
複
数
の
人
間
の
頭
で
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
」
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

本
校
の
A
Ⅰ
開
発
協
力

　「
チ
ー
ム
ド
ラ
ゴ
ン
桜
（
西
岡
壱
誠
氏
監
修
）」
に
よ
る
「
サ
ク
セ
ス
ス

タ
デ
ィ
」
で
は
、
高
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
習
熟
度
や
志
望
校
に
合
わ
せ

た
大
学
合
格
ま
で
の
A
I
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
一
般
社
団
法
人
ア
ル
バ
・
エ
デ
ユ
（
竹
内
明
日
香
代
表
）」
の

対
話
型
A
I
搭
載
教
育
ア
プ
リ
「
S
P
E
A
K 

S
T
A
R
」
の
開
発
に
協

力
し
て
、
中
学
校
で
授
業
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
A
I
の
仕
組
み
や
特
徴
を
理
解
し
つ
つ
、
生
徒

や
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
方
法
を
持
ち
寄
っ
て
、
自
分
に
合
っ
た

A
I
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

SPEAK STAR

サクセススタディ



高校生活への決意 担任先生発表！

東京大学

東京大学東京大学

期待を胸に

お台場

お台場お台場お台場

一日旅行5月

入学式4月

学園
の

四季



バドミントン

バレーボール

バスケットボール

ソフトテニス

ボッチャ

心をひとつに優勝するぞ！

サッカー

卓球

合唱コンクール7月

スポーツフェスティバル6月



目指せ、優勝！！ 行進中！

部活対抗リレー係の仕事も頑張りました進学コース優勝！

音楽科ミュージカル上演（須賀栄子記念講堂大ホール） 調理科展示（教育会館）

野外ステージ ファッションショー 書道部パフォーマンス

創立125周年記念 学校祭11月

大運動会9月



仲間とともにハイポーズ！

新スポット・ジャングリアおみやげたくさん！

水と光のショー！ in マリーナベイサンズ

首里城

美ら海水族館

普通科中高一貫コース、特別選抜コー
ス、音楽科はシンガポールに行ってきま
した。国際感覚を磨く、貴重な経験と
なりました。

一致団結プレゼン発表！

ユニバーサルスタジオジャパン

修学旅行 in

シンガポール
R7.12

本格的な冬を前に、2年生は修学旅行
に出発。現地では、12月とは思えない
温暖な気候の中、さまざまな体験を通
し、友情を深めてきました。

修学旅行 in 沖縄
R7.12



「
ひ
め
ま
つ
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